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令和 6 年（2024）、結城秀康の生誕から450年目を迎
えます。これを記念し、秀康ゆかりの地に立つ、福井
市立郷土歴史博物館（福井市）、結城蔵美館（茨城県結
城市）、福井県立歴史博物館（福井県）の三館が連携し
て、順次、秀康の事績を紹介する展覧会を行うことに
なりました。

さらに、各館の展覧会では、秀康ゆかりの刀剣が展
示されることから、「刀剣乱舞ONLINE」とのコラボ
レーションが決定しました。さまざまなイベントや、コ
ラボグッズの販売などを実施し、記念事業を盛り上げ
ていきます。

これら各地の展覧会で最後を飾るのが、当館の特別
展「「天下人の子」結城秀康と一族・家臣」です。

秀康は、「天下人」徳川家康の子でありながら、冷
遇されて 2 度も他家へ養子に出され、弟の秀忠に徳
川家の惣領や江戸幕府の将軍を継がれてしまったとい
うように、「不遇」な人生を送ったと捉えられることが
多いように思います。しかしながら、秀康に関する良
質な史料を改めて検討していくと、秀康は、家康・秀
忠からむしろ信頼・尊重され、江戸幕府樹立の過程で
重要な役割を果たしていたことが見えてきました。ま
た、本多富正ら家臣たちの支えも得て、越前を統治
し、福井藩の礎を築いたことも分ります。さらには、
秀康の子どもたちは、各地の藩主として治政に努め、
松平家の繁栄を築いていくことになりました。

こうした秀康の事績や、秀康の子どもや家臣の動向
について、北陸新幹線福井・敦賀開業という機会を捉
えて、県内外に広く紹介していきます。

⒈ 秀康の運命
本章では、「天下人」家康の子、秀康の人生を辿り

ます。
秀康は家康に冷遇され、他家へ養子に出されたと言

われることもありますが、良質な史料では、家康の本
心はわかりません。むしろ、天正12年（1584）の豊臣
家への養子については、羽柴（豊臣）秀吉が小牧・長久
手の戦いの講和条件として、敵対する家康の「惣領
子」（財団法人前田育徳会蔵文書）、すなわち、徳川家
を継ぐべき子で、価値の高い人質となる秀康を養子と
して求めた結果であり、政治的な駆け引きによるもの
でした。また、天正18年の結城家への養子について
も、結城晴朝による養子願いや、秀吉による養子整理
や関東統治政策など、やはり政治的な駆け引きの結果
でした。秀康は政治情勢の荒波に翻弄され、「不運」
な人生を送ったとも言えますが、そうした逆境でこ
そ、徳川・豊臣・結城の各家で学ぶことも多かったか
もしれません。本展示にて「刀剣乱舞ONLINE」との

2024.6. 21　No.69
結城秀康生誕450周年記念×刀剣乱舞ONLINE
令和６年度夏季特別展

「天下人の子」結城秀康と一族・家臣

雨田光平作　結城秀康坐像（当館蔵）

1No.69



コラボで注目される天下三名槍の 1 つ、御手杵〔レ
プリカ〕（結城市蔵）は、結城家から秀康さらにはその
子孫へと受け継がれた槍の複製です。

慶長 3年（1598）に秀吉がなくなったのち、家康は、
秀康を五大老もしくは准大老に推挙するなど高く評価
し、上方（京都周辺）の政治工作の懐刀としました。一
方、秀忠を徳川家継承者で江戸を守る存在として位置
づけていました。そして、秀康と秀忠の兄弟はそれぞ
れの役割を弁えつつ相手を尊重し合っていたように見
えます。慶長5年の関ヶ原の戦いでは、秀康は北陸の
雄・上杉景勝の押さえを命じられ、その功績により加
増高全国一となる越前68万石を与えられました。そ
れ以降、加賀の前田家や畿内の豊臣家を押さえるた
め、武芸に秀でた人材を登用したり、北庄城や城下町
を建設したりするなど、軍事に重点を置いた越前統治
を進めました。また、上方の伏見城に在城することも
多く、公家や西国諸大名との交渉を行いました。しか
し、慶長12年、病気により、惜しくも34歳の若さで
この世を去り、家康の天下取りの構想は練り直しを迫
られることになりました。

このように、逆境を潜り抜けた秀康は、家康・秀忠
から信頼・尊重され、徳川政権の樹立にあたり重要な
役割を果たすとともに、福井藩の礎をも築いた人物と
言えます。

⒉ 秀康の子どもたち
本章では、秀康の子どもたち、すなわち、長男の松平

忠直、次男の忠昌、三男の直政、五男の直基、六男の
直良らについて、紹介していきます。

慶長12年（1607）、秀康の死に伴い、忠直が13歳の
若さで北庄（のち福井）藩を相続しました。しかし、慶
長17年に久世騒動と呼ばれる家中を二分する大騒動
が勃発し、幕府の裁許により家臣の一部を失うことに
なりました。その翌々年、忠直率いる越前勢は大坂冬
の陣に参戦し、功を焦って多くの戦死者を出して家康
に叱責されましたが、翌年の夏の陣では、本丸一番乗
りを果たし、最大数の首級をあげ、真田幸村を討ち取
るなど、天下第一の戦功をあげました。家康が「そな
たの父秀康が天下有名の士を招き養ったことで、この
度天下の耳目を驚かせる大功を立てることができた」

御手杵〔レプリカ〕（結城市蔵）

（天正12年）9月8日付　羽柴秀吉書状（尊経閣古文書纂）（財団法人前田育徳会蔵）

大坂夏の陣図屏風
右隻[複製]
（大阪城天守閣蔵）
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と述べたという逸話（『国事叢
記』）のとおり、秀康の軍拡政
策が時に負の側面を見せる場
合もあったものの、徳川氏に
よる天下統一の総仕上げの合
戦で花を咲かせたとも言える
でしょう。

その後、忠直は秀忠とは折
り合いが悪く、乱行が続いた
ため、元和9年（1623）に配流
となり、翌年に次男の忠昌が
越後高田藩から転封となり、
福井藩を継承しました。同時
に、三男の直政、五男の直
基、六男の直良は、各々、越
前大野藩、越前勝山藩、越前
木本藩を分与されました。そ
の後、直政は出雲松江藩主に
転じ、松江松平家の祖となり
ました。直基は播磨姫路藩主
となり、その家系は転封を繰
り返しながら、前橋松平家へ
と繋がりました。直良は越前
勝山藩主、越前大野藩主を経
て、子の直明が播磨明石藩主
として明石松平家の祖となり

ました。この家系に伝来したのが国宝  太刀  銘国行
（来）（号明石国行）（刀剣博物館蔵）で、「刀剣乱舞
ONLINE」とのコラボで注目される逸品です。この
ように、秀康の子どもたちやその家系は全国各地の藩
主となり、江戸時代を通じて繁栄していきました。

なお、四男の吉松は早世し、竹治郎は出家して敦賀
の浄土宗西福寺21世となりました。

⒊ 越前松平家の重臣、両本多
本章では、越前松平家の重臣である本多富正や本多

成重に注目しつつ、福井藩初期家臣団の実態について
紹介します。

富正は叔父の本多重次のもとで育てられ、重次実子
の成重とは同い年の従兄弟でした（秀康より 2 歳
上）。重次は幼少期の秀康を養育したとされ、秀吉の
養子となった秀康に成重をお供させ、その後、成重の

代わりに富正を遣わしました。つまり、富正・成重と
もに、若かりし頃の秀康と関わりがあったのです。

富正はそれ以降、秀康の側に仕え、次第に頭角をあ
らわし、慶長 6 年（1601）に秀康が越前を拝領した際
には北庄城を受け取りました。秀康が上方で活動する
ことが多かった一方、富正は「万端之用人」（『当代
記』）、すなわち、家中の万事を司る人物として福井藩
の内政を支えました。同時に、府中を領し、府中の町
並みも整備しました。慶長17年の久世騒動の後、幕
府により越前丸岡城に配された成重とともに、忠直を
補佐しました。富正・成重の両名は大坂冬・夏の陣で
先陣を務め、とくに夏の陣では目覚ましい戦功をあ
げ、合戦を勝利に導いており、その武勇も注目されま
す。本展示では、富正が大坂の陣で使用したと伝わる
旗指物や、成重が所用した甲冑などを展示します。

元和 9 年（1623）に忠直が配流となり、忠昌が福井
藩主となりましたが、富正は藩主交代の混乱をおさ
め、依然として福井藩主を支え続けました。幕府から
は「越前のかため（固め）」（佐久間家文書）、越前を守
護する者として高く評価されています。一方、成重は
独立大名として丸岡藩主に取り立てられ、福井藩とと
もに、江戸幕府による北国支配のかなめの一つとして
位置づけられました。また、成重四男の重方の家系は
福井藩の家老として続きました。

なお、秀康の家臣を網羅的に記した結城秀康御給帳
写（当館蔵）を展示し、家臣団の実態も紹介します。

国宝　太刀　銘　国行（来）
（号明石国行）
（刀剣博物館蔵）

本多成重所用　横矧二枚胴具足（国立歴史民俗博物館蔵）
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特集「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿③～

令和5年（2023年）1月28日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和5年（2023年）2月18日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

　令和3年度より、福井新聞に福井県の文化施設の職員が寄稿しています。福井県立歴史博物館の学芸員は、新聞に月
に1回掲載される「歴史の扉」欄で、日々の調査の中で気がついた面白いこと、楽しいことなどを執筆しています。福井
新聞社より「歴史の扉」の画像提供とご協力を得て、過去に掲載された「歴史の扉」を紹介させていただきます。
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令和5年（2023年）3月25日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和5年（2023年）4月22日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～③
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令和5年（2023年）5月27日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和5年（2023年）6月24日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～③
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令和5年（2023年）7月22日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

令和5年（2023年）8月26日（土曜日）

Ⓒ福井新聞社　無断複製・転載を禁じます

特集　「歴史の扉」～学芸員による福井新聞への寄稿～③
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博物館日誌   （令和5年9月～令和6年2月）

⃝7日㈭
東藤島小学校3年生　団体見学

⃝8日㈮
荻野小学校６年生　団体見学

⃝12日㈫
博物館運営協議会

⃝14日㈭
写真展「古写真に見る川辺の風景」スタート（11月26日まで）

⃝15日㈮
麻生津小学校3年生　団体見学

⃝19日㈫
旭小学校3年生　団体見学

⃝26日㈫
清水南小学校3年生　団体見学

⃝28日㈭
昭和の暮らし（秋）模様替え

⃝29日㈮
山代小学校3年生　団体見学

⃝4日㈬
福井市立郷土歴史博物館　来館（資料借用）

⃝5日㈭
長野県南箕輪村議会視察

⃝11日㈮
富山大学学生　来館（資料調査）

⃝14日㈯・15日㈰
永平寺文化財調査

⃝21日㈯
特別展「描かれた川と人々～越前・若狭の利水の歴史～」
開会式・内覧会、スタート（11月26日まで）
特別展展示解説

⃝23日㈪
社南小学校3年生　団体見学

⃝24日㈫
松岡中学校1年生、豊小学校3年生　団体見学

⃝26日㈭
明道中学校２年　職場体験（27日まで）
森田中学校１年生、大東中学校1年生、美山中学校1年生
団体見学

⃝27日㈮
坂井中学校1年、鳴鹿小学校3・4年生　団体見学

⃝28日㈯
特別展記念講演「江戸時代の水争いと人々 ～十郷用水を中心に～」

（講師：東京大学史料編纂所学術専門職員　黒滝香奈先生）
⃝30日㈪

鶉小学校３年生　団体見学
⃝3日（金・祝）

教職員互助会　無料開放日
⃝5日㈰

特別展展示解説
⃝6日㈪

日新小学校３年生、筑波大学　団体見学
⃝7日㈫

福井大学　団体見学
⃝8日㈬

織田中学校１年生、鶉小学校５年生　団体見学
⃝9日㈭

松本小学校3年生　団体見学
⃝10日㈮

円山小学校3年生　団体見学
⃝11日㈯

特別展移動講座「越前三大川をめぐる」
⃝13日㈪

森田小学校3年生　団体見学
⃝14日㈫

森田小学校3年生　団体見学
浜町・足羽川ＷＧ　特別展視察

⃝15日㈬
県立若狭歴史博物館　来館（資料返却）

⃝16日㈭
春江東小学校3年生、清水北小学校3年生　団体見学
出前授業（粟野南小学校）
日本塗装工業会　社会奉仕活動

⃝17日㈮
雄島小学校3年生、細呂木小学校6年生　団体見学

⃝18日㈯
関西文化の日　常設展示無料開放（～19日まで）

⃝20日㈪
高椋小学校3年生　団体見学

⃝21日㈫
木田小学校3年生　団体見学

⃝23日（木・祝）
教職員互助会　無料開放日

⃝24日㈮
湊小学校3年生　団体見学

⃝25日㈯
特別展展示解説

⃝26日㈰・27日㈪
永平寺文化財調査

⃝30日㈭
写真展「平安の救いの姿～福井の歴史と文化をめぐる 福井県の
指定文化財～」スタート（令和6年5月7日まで）

⃝1日㈮
酒生小学校3年生　団体見学

⃝5日㈫
宝永小学校3年生　団体見学
越前市万葉館　来館（資料返却）

⃝6日㈬
県立若狭歴史博物館　来館（資料返却）

⃝7日㈭
坂井市龍翔博物館　来館（資料返却）

⃝8日㈮
大関小学校3年生、足羽小学校6年生　団体見学
高浜町郷土資料館　来館（資料見学）

⃝12日㈫
清水北小学校5年生　来館見学
福井市立郷土歴史博物館　来館（資料調査）

⃝13日㈬
福井市立郷土歴史博物館　来館（資料返却）
府中市美術館　来館（資料調査）

⃝14日㈭
坂井市教育委員会　来館（資料調査）

⃝16日㈯
ふくい歴博講座「唐人来航と古代越前・若狭」

⃝28日㈭
昭和の暮らし模様替え（冬）

⃝18日㈭
上文殊小学校3年生　団体見学

⃝20日㈯
ふくい歴博講座「県立歴史博物館の館蔵品から見るやきものの
歴史と魅力」

⃝23日㈫
日之出小学校3年生　団体見学

⃝25日㈭
南条小学校3年生、岡保小学校5・6年生　団体見学

⃝26日㈮
平章小学校３年生、福井大学　団体見学
出前授業（加戸小学校）

⃝2日㈮
武生西小学校6年生　団体見学
出前授業（上志比小学校）

⃝7日㈬ふるさとの日
志比北小学校3年生　団体見学

⃝9日㈮
三国南小学校3年生　団体見学

⃝16日㈮
上志比小学校３年生　団体見学

⃝21日㈬
福井県陶芸館　来館（資料借用）

⃝22日㈭
博物館運営協議会

⃝26日㈪
志比小学校3年生　団体見学

⃝29日㈭
三国西小学校3年生　団体見学
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開催期間：令和6年7月20日㈯～8月25日㈰
	 　※会期中無休
観 覧 料：一般４００円　大学・高校生３００円	
　　　　　小中学生・７０歳以上の方２００円
　　　　　※２０名以上の団体は２割引
※会期・内容は、予告なく変更される場合があります。	
公式サイトなどで最新の情報をご確認の上、ご来館ください
ますようお願い申し上げます。
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